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 （ロータリーの目的唱和）  

 

・当クラブでは、ロータリークラブの意識向上のため 

 定例的にロータリーの目的を唱和している。 

（尚、遠藤会長は本日の「会長挨拶」でロータリーの

目的の一端を述べている。） 

 

 

 

 

 こんにちは、一昨日の日曜日、福島北ロータリーク

ラブの招待で福島競馬場での移動例会に大山エレクト、

手塚会員、渡部会員、那須

幹事と５名で参加してきま

した。福島は桜も満開に近

く天候もよく競馬場の芝の

緑もとてもきれいで気持ち

の良い時間を過ごしてきま

した。成績はというと、私

は何度かこの移動例会に参

加してきましたが長井ロータリーの人間で馬券が当た

り儲かった人を見たことがなかったのですが、ついに

高額配当を当てた人が出ました。初めて儲かって帰る

人を見ました。誰かとは言いませんが、きっと後でニ

コニコボックスがあると信じています。 

話は変わりますが、平成の時代も残すところ二十日

あまりとなりました。テレビでも平成を振り返る番組

などやっていましたが、バブルがはじけ長い経済の低

迷が続き災害の多い時代であったことは間違いないと

思います。 

そんな時代の中でもロータリーは「職業人と地域の

リーダーとネットワークを通じて人々に奉仕し、高潔

を奨励し世界理解、親善、平和を推進する」という使

命に変わりなく進んできました。この使命はこの先も

変わらないと思います。先日も話しましたが我々は、

汚れた町のゴミを拾い掃除するのではなく、町を汚さ

ない人間を作るのがロータリーだと、それが職業奉仕

だと、そして日本のロータリークラブの創始者の米山

梅吉翁は次のようのも言っています。「奉仕をするのは

個々のロータリアンでクラブではない、クラブは奉仕

するロータリアンを育てる場」であると、新しい時代

「令和」を迎える今、もう一度ロータリーとは何かと

考える良い機会と思います。是非考えてみてください。 
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２０１８－２０１９ 

 

◎会員卓話 例会場  PM 0:15 

   井上晴雄会員 （化粧坂観音について） 

 

◎夜の例会―長井中央 RC合同観桜会  

タスアイリス PM ６：００ 

    

 

次々例会（４月２３日） 

前回例会の報告   

会長の時間（挨拶）

挨拶 

）報告）挨拶）  

 

会長 遠藤伴明 

次例会（4月１６日） 

 



 

                               

                

○第 16回理事会 

日時：4月 9日（火）11;30  

内容：5月プログラム 承認 

 

 

 

○プログラム委員会 

 （大道寺信委員長） 

 

5月プログラムについて  
 
5 月 7 日（火）  

 休会 

祝日週（6 日）による 

5 月 14 日（火） 

ＰＭ6:00 

中央 

会館 

（夜例会） 

次年度の各委員会開催 

5 月 21 日（火） 

 ＰＭ0:15 

（理事会 11:30） 

タス 

例会場 

ゲスト卓話 

山形工房代表取締役社長  

 梅津 雄治氏 

5 月２８日（火） 

 ＰＭ0:15 

タス 

例会場 

会員卓話 

会長エレクト大山友規憲 

 

○大山会長エレクト 

  次年度各委員会開催について 

 日時：5月 14日（火）pm6:00  

場所：中央会館 

          

   

 

                    

           

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

※後藤町長より 

ニコニコ BOX 

いただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
 
    
      

 
 
 

1.施政方針（H３１年度） 
 
１） 枕詞 ： 一隅を照らす人 
 
・就任以来、町長が「枕詞」を書いており、本年は 
司馬遼太郎が最澄の言葉を引用した「一隅を照らす
人」とした。（毎日新聞余禄より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・飯豊町の「一隅を照らす人」- 水仙ロードづくり 

の人 （々一例） 
 
            
 
                                        
 
  
     
 
 
 
 
 
 

幹事報告 

 

幹事 那須 修 

ニコニコ BOX 
尾形和夫会員 

委員会報告 

 

ゲスト卓話 

・遠藤伴明会長 後藤語町長を歓迎して。 

お忙しい中、ありがとうございます。 

・那須修幹事  後藤町長お忙しい所お越しいただき 

ありがとうございます。 

・大山友規憲会長エレクト ゲストを歓迎して。 

・伊藤克也副会長  後藤町長を歓迎して。 

・小笠原信吾会員  後藤町長を歓迎いたしまして。 

・斎藤圭央会員 後藤町長を歓迎して。いつもお世話 

になっております。 

・中島 浩会員 後藤町長を歓迎して。卓話ありがと

うございます。 

・大道寺信会員 後藤町長卓話ありがとうございます。 

・塚田弘一会員 後藤町長の思いやり町政に敬意を表

します。 

・渡辺清隆会員  後藤町長を歓迎して。 

・井上晴雄会員 ゲストを歓迎して。 

・斎藤喜会員    後藤町長を歓迎して。 

・横澤寿彦会員 後藤町長卓話宜しくお願いします。 

・手塚典雄会員 後藤町長を歓迎して。福島の競馬場

例会を楽しんできました。ありがと

うございました。 

飯豊町長  

後藤幸平氏 

 

BOX ありがとうございました。 

本日金額； 16,000 円 

累計金額； 229,500 円  

     （達成率 32.8％） 
 

 

 

 

・誰からも言われることなく地
域づくりを実践している人
に、「水仙ロード」づくりで
汗を流している人々がおら
れる。 

・ダムに水没しない道路に水仙
を植える事業で、中津川、高
峰、手の子へと伸びている。
ダムの底に沈んだことを忘
れない、また、地域づくりの
一環で総出でやっているこ
とが光り輝いている。 



２）「SDGs未来都市」に選定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・飯豊町は、「日本で一番美しい村連合」に加盟してい
るが、その中で「国連加盟１９３国が申し合せの持
続可能な世界を実現するためのゴール」の動きをレ
クチャーされる。 

・それに同意している殆どの大企業より、このままで
は所得格差教育格差が広がり環境がおかしくなり、
持続可能性の高い次世代にならないと意見がある中、
大企業だけ呼応して動き出すのはおかしいと次を申
し上げる。 

・「日本で一番美しい村連合」は人口一万人以下の自治
体で構成され、小さくてもキラリと光る何らかの財
産を大事にする町づくりが多く、持続可能な世界は
小さな村こそやり遂げることができたのではと話す。
そして、明治以降約１５０年が経て大量生産性のや
り方でなく、長井や飯豊の小さなコミュニティがや
ってきたことが持続可能なものではと提案し、この
まま SDGsをやるのはおかしいと話す。 

・ゴール１７には、三つの視点（経済・社会政策・環 

境）がある。自由競争社会で豊で成果があがったが、
経済中心の政策でいろんな問題がクローズアップさ
れてきた。これからは順序を逆にしてあるべき姿の
社会を目指しませんか。経済的な格差をなくし、そ
の上で持続可能な社会を目指す内容の話をする。 

・結果、内閣府は飯豊を認証、東北で３つ認証された。 
 
これから SDGｓを目指すことになった。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．主な事業 
 
（新産業育成事業） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・和光電気撤退敷地に電池事業を誘致。山大 7億、本
町 8億で xEV研究所を立ち上げる。 

・実際の町民への成果はと批判を受け、その研究成果
を基にした産業を育てることとした。 

 
（貸工場整備事業）          
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・その事業は電気自動車関連です。そのコアな部分、
バッテリーのある主要部材を作るため、xEV研究所
の施設を利用できる関連工場に、貸し出す工場をつ
くる。 

・過疎債地方創生等々利用し、町で 20億、利用会社
40億規模で東山工業団地に着手する。  

 

 

 

 

 

  

 

 

（SDGs のゴール ８=働きがいも/経済成長も 

          11=住み続けられるまちづくり         



 ・当団地は 287号線、113 
  号線が交差する場所で、い 
 ずれ飯豊と長井が連携し 
一つの経済圏生活圏を育 
てなければならないと市 
長と相談している。 
貸工場整備事業はその一 

 つの事業と考えている。 
 
 
（専門職短期大学整備事業補助金） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・飯豊電池バレー構想の一環で、山大で世界中の電気 
自動車 20数台を購入し、分解解析し、性能試験を 
やっている。 

・この分解等を手伝い頂いた学校法人赤門学院（整備
工育成専門学校・自動車運転教習所兼業）より、隣
接する専門的短期大学設置プランを受け、連携する
こととなった。  

・飯豊、長井は自動車関連のメカトロニクスが育って 
 おり、人材供給し、より付加価値の高い、組み立て
だけでない独自技術にて生産出荷することを目的 

 として、町は 3.5億円の補助金交付を行う。 
・文科省の認可（1学年 40名計 80名）を 10月に 
申請予定である。 

 
（家畜排せつ物を利用した 

バイオガス発電事業プロジェクト） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・東北おひさま発電（株）が眺山にて行う発電事業で
今月認可済であり事業がスタートする。 

・米沢牛 4割の生産地であるが、子牛の生産を併せ行
い米沢牛の頭数を増やしていく。 
（椿住宅団地整備事業） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・飯豊町は環境重視型をベースに付加価値の高い産業 
 をおこし人材と働ける場をつくっていく。そして、
少しでも人口減少の流れを止めなくてならないと考
えており、地元に永住できるよう、住宅団地整備事
業を行う。10月より販売を開始する。 

 
３．おわりに 
 
・目標とするところは、できるだけ地域の力で人を育 
て、英知をはかり、将来に種を播く事業を行政でな
ければできない事業を、そして民間企業の支援を合
わせて行い地元地域の生産性の高めることをやって
いきたい。 

・成功するかはこれからの展開であるが、これらを進
める自治体でありたいと考えている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
------------------------------- 

 
 本日の 

食事 
 
 
 
 
 
 

 

出席報告 委員長 中島 浩 

 

・本日の会員数２6 名、全出席数 

21 名で出席率は 80.77％です。 

・前々回（3月 26 日分）の出席率

は７５．００％に確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

水仙ロード 

 

 


